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　　　　　　　　　　　　　　　　且。はじめに

　中国地方から北九州にかけて分布する第三紀末期から第四紀にかけて活動したアノレカリ玄

武岩類には，しばしば超苦鉄質⑧苦鉄質の包有物が含まれている。一山陰竿有においても，各

地からダナイト・ニェーノレライトをはじめ・一量的には少な1’がハルγバ」ジプ下†レノソ

ライト等の包有物が報告されている（OJI，1961，YAMAGUcHI，1964，応地⑧応地，1966，鷹

村・…3；高橋・・9・・；その他）・この上う卒包有卯玄端質ヅマの早期紳押・ある

いはその残留固相である可能性がある一方，玄武岩とは成菌的た無関係な地†凍所の物責が

捕獲されたものである可能性もあり，その成因を明らかにするためには，それぞれの包有物

について詳細な検討をおこなう必要が拳ろ1う9引二、∴、、、．．

今回筆者等は・島根県益田市北東約8kmの川下付近で・ダナイト・ハルツ1’プヤイ1・

ウェー！レ7イト等？包有物を坤ア†カ・リ平率岩予㍗㌣㌃1秤φと．こ1ろ芦畔干戸⑧

鉱物化学的研究はおこなっていないが，玄武岩紅よぴその包有物について若干の観察⑧記載

をおこなっためでと’こに報告する。

　　　　　　　　　　　　　　　　乳　地質および産状

　今回発見された超苦鉄質包有物を含むアノレクリ玄武岩は・葦田市北率約8kmの川下付近

b烏幅子山南斜面に産する（第1図）・本地域には；郡変成岩を不整合にお却い，益由層群

峠新世・’F亭期）に木撃含に奉苧われる烏帽子山火山岩類（降田・196千）．が広く分布する・

藤田（i…）たよれば・布畑岩類は主に有鞍峠二坤岩質の溶抽よび火砕岩からな

るが一部に流絞岩質の港岩⑧火砕岩をも含む。またそ1の活動時期について藤田て1964）は，

中新世初期ないし中期（F。期）の可能性をも指摘しながら，主に岩系についての考察から白

亜紀後期の関門層群に対比している。一方村上（1974）は，本火山岩類を古第三紀の田万川

層群に対比しており，未だその時代についてはあいまいな点が多い。
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第1図　位置図
　　　M：松江，H：浜田，m1益田，K：川下，E：鳥帽子山

　玄武岩は川下東方の沢で，標高140m付近から170mの尾根にかけて点在し，その転石は

沖田川の川原に多くみられる。全体として露頭に乏しく，その産状を明らかにすることは困

難である。しかし，地形およぴ転石の分布状態等からしいて推定すれぱ，本玄武岩は鳥帽子

山火山岩類をおおう小規模な溶岩である可能性がっよい。

　　　　　　　　　　　　　　3。玄武岩およぴその包有物

　1）玄武岩にっいて

　玄武岩は黒色～暗灰色を呈し細粒である。斑晶はかんらん石およびチタン輝石からなり，

量的にはかんらん石の方がはるかに多い。かんらん石は自形ないし半白形で，1㎜におよ

ぶものもあるが，　般には02～04mm程度である。粗粒なかんらん石斑晶には，強い波

動消光を示すものがある。かんらん石は一般に新鮮でイディングサイト化したものはほとん

どない。2V召＝88o～90。で，かなりFo成分に富んでいる（F。＝88～90）。

　チタン輝石は，1mmを超えるものもあるが，ふつう01m㎜～03m㎜程度で自形性が強

い。ときに砂時計構造を示すものもある。　般に淡紫色を示しこく弱い多色性がある。累帯

構造がきわめて顕著で，おおまかに核部，中間部および周辺部の3帯に区分される場合が多

く，周辺部はより強い淡紫色を示す。各帯ともかなり分散が強い。核部および周辺部の光学

的性質は次のとおりで，かなり組成の変化が著しいものと思われる。

　　　　　　2V多　　　　c〈Z

　　核部54o～660　40．5o～48o
　　周辺部　45。～67．50　44o～53o
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　一方輝石の一部には，黄緑色で強い多色性を示す核をもち累帯構造の著しいものがある・

その光軸角は，核部（黄緑色輝石）で（十）64o，c〈Z＝33．5o，中間部で，（十）71o，周辺部で

（十）56。である。

　そのほか微斑晶として，斜長石（An＝56％），およぴ005mm～01mm程度の磁鉄鉱が含

まれる。

　石基は全体として細粒で，婁間状組織を示し，チタン輝石，かんらん石，斜長石，アノー

ソクレース，沸石，磁鉄鉱，チタン鉄鉱によって構成き■れる。褐色ガラスの量がかなり多い。

量的には，長さO．05mm以下の柱状～粒状のチタン輝石が最も多く，ついで同程度の大き

さの長柱状斜長石およぴかんらん石が多い。輝石，斜長石，およびかんらん石の粒間を褐色

ガラスおよびガラスと漸移的な産状を示す不規則なアノーソクレースや沸石がうめている。

　本玄武岩の化学組成およぴそのCIPWノノレム組成を表1に示した。S1O。は4338％で，浜

第1表　玄武岩の分析値とC眼Wノノレム組成
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田の霞石玄武岩にくらべ高い値を示すが，中国地方のアルヵリ玄武岩のなかでは少ない方に

属し，ほぼ津山盆地や吉備高原の一部のもの（応地⑧応地，1954および1965；TAzAKI，1971；

鷹村，ユ973）に相当する値を示している。また本地域に近接した匹見町持三郎付近の玄武岩

（金属探鉱事業団，1974）ともSiO。含量に関しては類似しているが，A1．O。，MgO含量等は

大きく異っている。本地域の玄武岩はA1．O。が少なく，MgO，CaO，Ti02にとんでいること

も特徴的で，構成鉱物としてかんらん石やチタン輝石が多く，長石類が少なし）こととよく一

致している。

　SI値（久野，1954）は，44．2で中国地方の多くのアノレカリ玄武岩のなかでも高い値を示

す島根県三隅町大糞山（T0MITA，1935；石橋，1964；鷹村，1973）や津山市稼塚産（春本，

1951；YAMAGUcHI，1964）のリンバーグ岩に匹敵する値を示している。本地域の玄武岩の組

成は，SI値のみならず全体として上記リンバーグ岩の組成にきわめて類似している（Fig．2）。
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　　　第2図MgO－FeO＋Fe20rK．O＋Na20図。
　　　　　　　黒丸：川下玄武岩，黒三角：大糞山産リンバーグ岩，白

　　　　　　　三角：稼塚産リンバーグ岩，実線：環日本海アルカリ岩

　　　　　　　石区分化経路

　本地域の玄武岩は，大糞山産リンバーグ岩に比し，ガラスが少なく長石が多いことから判

断して，上記リンバーグ岩とほぼ同組成のマグマの結晶作用がより進んだ段階に属するもの

であるとみなすことができる。

　なお，本地域の玄武岩はKURAsAwA（1967）によって推定された山陰西部地域のアルカ

リ玄武岩本源マグマの組成よりもMg0／MgO＋FeO＋Fe．O。比にとんでおり，この点でも

興味深い。

　2）　包有物について

　本地域の玄武岩には，ダナイト，ハルッバージャイト，ウェールライト，斜方輝岩，単斜

輝岩等の超苦鉄質包有物のほか，かんらん石，斜方輝石，単斜輝石の巨斑晶が含まれている。

新鮮なものではかんらん石が淡黄色，斜方輝石が淡褐色，単斜輝石が暗緑色を呈し，肉眼で

の識別は容易である。包有物は5cm以下のものが多く，2～3cmのものがふつうである。包

有物の一部には小さいために容量比を正確に求めること・はできないが，単斜輝石，斜方輝石

ともかなり含まれ，レノレゾライトに相当するものもあると考えられる。

　玄武岩中のこれら包有物の産状を第3図に示した。
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第3図　玄武岩中の超苦鉄質包有物。中央やや左寄りにあるのがダナイト，その外多数の

　　　巨斑晶を含む。

第2表　ハノレツバージャイト包有物の鉱物容量比

01　　　0px　　Cpx　　Chr．　　Serp．　　　tota1

79，5　　　　　17．3　　　　0．8　　　　　tr．　　　　　2．4　　　　　　100

　ダナイトは主にかんらん石のみよりなり，ハノレッバージャイトはかんらん石，斜方輝石お

よび少量の単斜輝石，クローム鉄鉱よりなる。ハルッバージャイトの鉱物容量比を第2表に

示す。タナイトおよぴハルッハージャイト中のかんらん石は，2～3mmに達するものもある

が，ふつう1mm程度である。しぱしは，大きなかんらん石や斜方輝石の間を01～03mm

程度の細粒かんらん石がモザイク状にうめている組織が認められる。大部分のかんらん石は

強い波動消光を示す。これらのかんらん石は，粗粒なもの，細粒なものをとわず，光軸角が

かなり変化にとみ，（十）8全ト（一）84。の範囲を示すが，この値の変動は波動消光の影響が大

きく関係しているものと考えられる。屈折率は，α＝1，655，γ＝1，695でほぼF。＝88を示す

（WINcHELL　and　WINcHELE1951）。

　斜方輝石は径1mm程度で粒状を呈することが多いが，ハルツハージャイト中のものでは，
かんらん石の粒間を充填している場合もある。光軸角ぽ（r）84．5。～90。の範囲を示し，En＝

84～87（WINcHELL　and　WINcHELL1951）で古銅輝石に相当する。屈折率は，α＝1673，

γ：1，685を示し，光軸角による値と一致している’。’斜方輝石は玄武岩との間に反応縁をつ

くること牟多い・反応縁ドー般に二重g構造からなり・、内側（斜方輝石側）は微小な針状か

んらん石（？）がしめ，外側はやや粗粒なかんらん石および単斜輝石からなる？

fig91901.pdf


158 飯泉　滋・小林英夫・渡辺勝美

　ウェールライトは，かんらん石およびパーティングの発達した単斜輝石からなり，輝石は

かんらん石の粒間を充婁することが多い。また多孔質で楕円形に近い外形を示し，コロージ

ョンを受けたと思われるものもある。光学的性質は，2V、＝54o～56o，c〈Z＝46o～48。，α＝

1，660，γ＝1，673を示す。一部には周縁部がやや紫色を呈するものがあり，核部で2Vる＝

62o，周辺部で2V、＝54．5。～59oを示し，周辺部はチタン・オージャイトに近い組成である

と思われる。

　玄武岩中には超苦鉄質包有物以外に，基盤の深成岩に由来したと考えられる斜長石と石英

からなる捕獲岩がある。玄武岩のガラスが本岩の鉱物粒間にしみこみ，また石英，斜長石と

もわずかながら溶融した形跡があり，元来の組織は不明である。

　また石英の捕獲結晶もしばしば認められる。石英は淡緑色のガラスおよび微小な針状単斜

輝石からなる帯とその外側の粒状単斜輝石からなる帯との二重の反応縁をもっ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　4．お　わ　り　に

　本稿においては，玄武岩およぴそれに含まれる包有物の若干の記載を報告するのにとどめ

るが，今後の問題として両者の成因関係を明らかにする必要があり，現在構成鉱物の分析を

おこなうべく準備中である。包有物の種類も多様であることからみてその成因も複雑なもの

であることが予想される。

　本研究を進めるにあたって島根大学地学教室の皆さまには，多くの助言およぴ協力をいた

だいた。ここに記して感謝する。
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A

　　　　　　　　　　　　　　　　顕微鏡写真
A：玄武岩，オープン・ニコノレ，B：ハルツバージャイト，かんらん石は細粒である。オープン・ニ

コル，C：ウユールライト，クロス・ニコル，D：単斜輝石の巨斑晶，周辺部は淡紫色を示す。オー

プン・ニコル，E：斜方輝石と玄武岩との間にみられる反応縁。オープン・ニコノレ，F：石英と斜長

石よりなる捕獲岩。粒問にガラスがしみこみ，石英，斜長石とも溶融した形跡をしめす。クロス⑧

ニコノレ。倍率はいずれも40倍，O：かんらん石，C：単斜輝石，OP：斜方輝石，P：斜長石，Q：石英，

G：ガラス
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